
 

 

 

 

 

 

 

※PLACIA…中小企業等へのプラズマ技術の普及を通して、地域の産業振興に貢献するという目的で設立され

たセンター 

※PLAM…プラズマ技術の産業応用に関心のある企業の方々を会員とする研究会 

 

 

 

6 月 1 日、河村たかし名古屋市長が PLACIA を

訪れました。 

 サイエンスパーク視察の一環で、20 分ほどの短

い時間でしたが、久米センター長と青木部長の説明

に対して、熱心に耳を傾けておられました。 

大気圧プラズマ装置の見学では、直接プラズマに

手でふれてみるなど興味が尽きないご様子でした。 

 

 

 

 

 

また、PLAMについても興味を持たれ、会員数

や、会員企業の業種などを質問されていました。 

 

 

市長は特に医学面への関心が高いようで、センタ

ー長が、名古屋大学を中心とするこの地域には伝統

的にプラズマ研究に高いポテンシャルがあると説

明すると、世界に冠たるノーベル賞級の医学に関わ

るプラズマを使った研究への強い期待感を示され

ました。 

また、帰り際の最後のひとことが、「この辺には居酒屋はにゃぁか」というもので、親しみやす

い市長らしさが垣間見えた一瞬でした。 
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久米 PLACIAセンター長（左）と握手する河村市長 

河村市長がプラズマに手を・・（大気圧プラズマ装置） 

青木部長（右）の説明に聞き入る河村市長 

（ハイパーナノコーティング装置） 


